
アメリカには1946年から64年の間に生ま

れた7,600万人のベビーブーマーがいる。そ

の中で最も年長の人たちが60歳を迎えた今、

彼らは身体的な衰え、子どもの独立、定年退

職などライフステージの変化に直面してい

る。つまり、自分自身のアイデンティティ

（身体能力があり、親であり、働き手であること）の喪

失感を感じ始めているのである。メディア

は「気楽な老後」を喧伝するが、引退後、現

実の生活に直面した多くのベビーブーマー

の前に横たわるのは、「残りの人生をどう生

きればいいのか。何をすれば溌剌とした気

分でいられるのか」という問題である。この

本は、こうした問題への解決の糸口を探る重

要なヒントになると米国メディアで話題と

なり、ハリウッドでテレビドラマ化の話も進

んでいる。

●

フリージャーナリスト、サラ・デビッドソ

ンが57歳を迎えたそのとき、「引退後の生活」

という問題は、大きな課題として彼女の目の

前に迫ってきた。デビッドソンはこの問題

にプロジェクトとして取り組み、150人のベ

ビーブーマーにインタビューした。彼らは

前進するために従来の生活の転換をはかっ

ていた。方向転換の方法は一人ひとり異な

る。よりドラマチックな行動に出る人も、逆

に過去を懐かしんでばかりという人もいる。

ホノルルに住む引退した医者とその夫は、

旅行をしたり伝統的なフラダンスを習った

りして老後を楽しもうと、準備を整えていた。

だが結局は、一時的な里親としてほんの数日

だけ預かるつもりだった4歳の子を養子にす

ることになった。夫婦は「これまでの人生で

一番楽しかったことはなんだったろう。私

たちを一番幸せにしてくれたのはなんだっ

たろうか」と自問した。答えは明らかだった。

子どもを持ち、育てること。それなら、引退

後もそれをすればいいじゃないか。

トム・ヘイドンはカリフォルニア州議員

として18年間活躍した後、選挙で自分の半

分の年齢の候補者に敗れ、その後心臓発作で

倒れてバイパス手術を受けた。まさに「キャ

リアにブレーキがかかった」。ヘイドンは立

候補をあきらめ、読書と執筆活動、政治家で

はなく民間人として提唱することや教壇に

立つことに焦点を移した。「だが、そのこと

で葛藤を覚えない日は1日もないね」と彼は

いう。

デビッドソン自身にとって、この問題に対

する答えが明確なかたちを取り始めたのは、

インタビューしたあるベビーブーマーから

「世界があと2日で終わるとしたら、何をしま

すか」と問い返されたときだった。彼女はベ

ビーブーマーへのメッセージとして、マー

ク・トウェインの言葉を引用している。「今か

ら20年後、悔いを残すのは実行したことよ

りも実行しなかったことに対してだ。さあ、

舫綱を解き、安全な港から船を漕ぎ出そう」。

●

この本がアメリカでベストセラーになっ

たのは、読者、特にベビーブーマーたちが、

インタビューした150人の話に共感したか

らであり、さらには行動することを重視す

るアメリカにおいては、やはり行動をこそ

よしとする結論が文化的になじむものだか

らであろう。

では日本の読者がこの本から学べること

はなんだろうか？ 現役時代に比べて引退後

を、「より多くのオプションのある人生のス

テージ」とポジティブに捉えようとする考え

方には賛同する人も多いはずだ。

長くなった寿命をさらに価値あるものと

するにはどうすべきか、自問自答を繰り返す

高齢者は洋の東西を問わずこれからも増え

続けるだろう。そこに多くの人の体験と意

見を盛り込んだこのような本の意義がある

のかもしれない。
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